
導入編
（ポケット版）

※小さく折りたためます

日本が、長久手が、乗り越えなくてはいけない　 つの課題

その1 まちづくりの基本的なルールができました！1

課題克服のためのキーワードは…？

人口減少・高齢化・大災害。この３つは、日本全体の課題となって
います。そして、遠くない将来、長久手にも必ずやってきます。 これらの課題を克服するには、

地域で助け合い、
支え合うことが不可欠

その先にあるのが、
「市民主体のまちづくり」

2050年に向け、
市民主体のまちづくり
文化を育む種を蒔く！

地震・台風・豪雨...日本各地で自然が猛威を振るっています。

そして、20XX年 南海トラフ巨大地震。
2050年までに80％の確率で
発生すると言われています。
長久手市では、最大震度６強
と予測されています。

目指す未来に向かって、市民で取り組む１０の
アクションが載っています。
これからみんなでこの計画を
育てていきます！

■税収が減ります
■社会保障に使うお金が増えます
■独居高齢者や認知症の方が増えます

■市民同士がつながる機会を！
■顔の見えるまちづくりを！
■一人ひとりに役割のある
　まちへ

人口減少

人口減少

高 齢 化

大 災 害1

大 災 害3

高 齢 化2

Point
2　　　　２０５０年には、約３人

　に１人が高齢者となります。

Point
1　　　　２０３５年をピークに、

　人口が減少します。資料：国勢調査および長久手市将来人口推計報告書

長久手市の3区分別人口

そうなるとどうなる？
行政だけでなく、
“市民の力”が 
必要になります 

■道路、下水道等のインフラが
　被害を受けます
■避難生活を余儀なくされる方が多く出ます
■隣同士、近所、地域での“絆”が大切になります

そうなるとどうなる？

つながりをつくるためには

市内全域を
行政だけでは、
カバーしきれない

そのための第一歩は、「つながり」づくり「つながり」づくり

今後10年間で、長久手市が目指すまちの姿は、
ズバリ、「共生のまち」。その目指す姿と、
そのためにどんなことをしていくかが書かれたのが、
ながくて未来図（第6次長久手市総合計画）です。ながくて未来図

「共生のまち」

行政の力
だけでは
限界

今、すべきこと

そ の 名 も …

長久手市みんなでつくるまち条例長久手市みんなでつくるまち条例
まちづくりの基本となる大切なこと、みんなの役割や協力し合って
進めるまちづくりの方法が書かれています。

それぞれの
大切な役割

市の仕事が適正に行われてい
るかをチェックし、まちづくり
の重要なことについて、話し合
い決定します。

誰もが暮らしやすい魅力ある
まちづくりのため、市民の意
見を反映した計画を立て、事
業を実行するとともに、市民
の活動を支えます。

「自分たちのまちのことは、自分
たちで考え実践しよう」という
気持ちを持ち、協力して積極的
にまちづくりに取り組みます。

市民

議会 市（市長、職員）

詳しくはこちら▶

その2「共生のまちのつくり方」そのレシピができました！2

～キャンプのカレーづくりに例えると～

みんなでつくる
まち条例

まちづくりの
実践

ながくて未来図とみんなでつくるまち条例の関係

いろんなことをみんなで決めて、
みんなで役割分担しながらやっていこう！

ながくて未来図に書いてあることながくて未来図に書いてあること

基本
構想

基本
計画

目指すまちの姿

目指すまちの姿実現のための
具体的な手段「施策」

・全体の「将来像」
・分野ごとの「目標」

人づくり・子ども・自然環境・生活・
交流・都市経営・市政運営

市民主体のまちに向けて 市民主体のまちに向けて
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321
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別冊「市民まちづくり計画」もあるよ！

よし！
みんなで
つくるぞ！！

一人じゃ
できないから
役割分担しよう！
私は野菜を切る係！
僕は火をおこす係！

何カレーに
しよう？

何を入れると
おいしいかな？
量はどのくらい？
レシピが
必要だね！

今日は
キャンプ！
カレーを
作ろう！

さぁ食べよう！
 失敗もしたし、

時間もかかったけど、
みんなで作ると
おいしいな～

試行
錯誤

え？ちくわは、
カレーに入れ
ないの？じゃがいもって、

いつもどうやって
切ってる？

火が
つかない！
どうしよう！

もう少し甘い方が、
みんな食べやすい

かな？
やばい！
こげて
きた！

ながくて
未来図

スタート

３

ボクの家（うち） 長久手に住んで12年
じいちゃん ばあちゃん 愛犬は
生まれも育ちも わがまちだ
そんな わが家の団欒（だんらん）で
大切なこと 考えた
　
じいちゃんの こんな自慢で始まった
わしらのまちの 長久手は
戦国の世からの 伝統と
清き流れの 香流川
緑豊かな 里山と
リニモが結ぶ 街並みや
万博の知恵と理想が 誇りだな
　
ところが ばぁちゃん嘆くのは
近頃 この頃 長久手は
隣が誰だか 判らんと
気にしない人 多すぎで
関わり合いが 薄すぎじゃ
やがてくる世の 高齢化
このまま ほかっておけんのじゃ
防犯 防災 だいじょうぶか？
　
そこで とうさん 高らかに　
このまま行けば 長久手は
子らに伝える 輝きを
失ってしまうまち になる
ひとり一人が 主人公
懐の深い コミュニティ
それぞれの価値を 認め合い
支え合うこと 目指すべし
　
さらに かあさん訴えて
みんなの居場所を つくるには
わずらわしいこと 多いけど
会話・対話を 繰り返す
回り道でも いいじゃない？
やってみることこそ 大切で
失敗したって いいじゃない！

ねえちゃんとボクが 願うのは
いつまでも続く 青空と
緑と命が 守られる
住んで 遊んで 働きたい
心豊かな ふれあいは　　
まずは あいさつ 「こんにちは！」
でもボクの ともだちは
言っていることは 分かるけど
理想ばかりで マジ出来る？
いやがる人も いるだろう
　
家族が 近所が 動き出す
いろんな人の いるまちは
聞く耳もつこと 大切で  
あの人 この人 さまざまな
考え まずは認め合う
熱い決意を 胸に秘め
長久手人（ながくてびと）は 
起ち上がる
　
みんなが知り合い 混ざり合い
関わり合って 支えあう
やさしいことでは ないけれど
言ったコトバと 行動に
責任をもって 取り組もう
　
自分がまちに 出来ること
最初の一歩を 踏み出そう 
今ある暮らしを もっと良く
キラキラ光る 長久手を
今日の市民が つくるため
明日の市民に 渡すため…

まち詩PR動画
はこちら▶
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